
どんな事業をされていますか？

1939年に創業した製材会社で85年の歴史がある。天竜産のスギやヒノキを主体とした住宅の構造材や内装

材、家具や木工製品の素材など、幅広い製材品を手がけている。いずれも顧客の要望に合わせて木の良さ

を最大限に生かしたオーダーメイドの製材を心がけている。

ただ単に、材を仕入れて販売するのとは違い、当社は木材の製造元であり、出荷元でもある。ユーザーの顔

が見えており、品質に対する責任もあるので、原木の仕入れから製材加工、施工までワンストップで行い、顧

客の期待に応えている。

浜松など県西部の売上が5割で、残りの5割は神奈川をはじめ首都圏などのエリアとなっている。主に建築設

計事務所や工務店からの受注になるが、現地の製材所では対応できない加工や組み立てもあり、県外の当

社に依頼がくるケースが多い。課題解決型の加工提案を行い、顧客との信頼関係を築いてきた。

永田木材株式会社

６軸の四面モルダー 美しい意匠の内装施工事例teN°P（テンプ）ブランドの製品

事業の特長や強みは何ですか？
4代目の社長となる私は、製材とは畑違いのサッカーの指導者をしていたが、26歳のとき、父親が経営して

いた当社に入った。当時は木材や製材についての知識がまったくなかったため、京都造形芸術大学通信

大学院で学んだ。そこで出会った建築家たちは、「自分たちが引いた設計図面を理解して製材してくれる

会社があったらいい。」と口にしていた。それができる製材所が少ないことを知り、彼らの高度なニーズに応

えられる付加価値の高い製材所になろうと決意した。

以来、長い年数がかかったが、今では直接、設計士と話をし、その設計図面をみて必要な部材を加工する

ことができるようになった。通常は発注先から渡された木拾い表に従って製材するが、当社は設計図面から、

使用する木材の組み合わせを熟慮しつつ製材し、機械加工できないプレカットも手刻みで対応することが

できる。デザインも含めた適材適所の材料選定や、場合によっては施工法まで提案する。木使いに無駄が

ないから、コストも削減でき、設計事務所や工務店、施主のみなさんに満足してもらえる。

代表的な製品、サービス、設備などは？
当社の代表的な製品となるのが天然乾燥材だ。木材を屋外に寝かせて数年をかけて乾燥させる。人工乾

燥とは違って時間はかかるが、木の自然の色つや、香りが残りやすい。短くて2年、中には5年寝かせるもの

もある。構造材は芯持、芯去、化粧用等のバリエーションがある。

私が当社に入った頃の木材業界は、人工乾燥が主流となり、当社も人工乾燥に切りかえるか、天然乾燥の

道をあゆむか、悩んだ時期があったが、天然乾燥を極める方向に舵を切った。その分、品質管理には万全

の注意が必要となるが、取り組む中で経験値が身についた。現在、天然乾燥材の流通量は少ないが、他と

同じ土俵に上がらずあえてニッチな分野を選んだからこそ、ここまでこられたと思う。

今後の展望をお聞かせください。
木と接点がないユーザーに木を売ろうと思っても売れるはずがなく、まず、木を知る機会を設ける必要があ

る。当社では、地元の子供たちに木の魅力を知ってもらうために木育活動に取り組んでいる。幼児から大人

までを対象とした木育授業や、工場見学、セミナーなどを開催している。「てんりゅうやまのおんがくどう」とい

う木育絵本を出版して、浜松市内の幼稚園や保育園、小学校に寄贈したこともある。

また、当社のオリジナルブランドとしてteN°P（テンプ）を立ち上げ、ヒノキのミストや洗剤、スマホスタンドな

ど、日々の暮らしの中で、山に目を向けてもらえるきっかけとなるような商品をプロデュースしている。

そのほかに、木育だけでなく、社内スタッフや社外パートナーである大工、設計士等の育成にも力を入れて

いる。製材所がどんな地域貢献ができるのかを考え、一丸となって地域材利用の促進に努めていきたい。
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小学校で開催している木育授業

木の温もりあふれるセミナールーム
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取材日：令和6年10月15日

天然乾燥材に付加価値をつけて供給するとともに、設計図が

読み解ける製材所として、適材適所の木使いを提案する。
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製材工場と整理整頓された製品置場

mailto:info@woody-nagata.co.jp
https://nagatamokuzai.com/

	スライド 1

